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横⽥ 勲

⽣存時間解析

2020/5/18 JMP実習④

今回の内容
Kaplan-Meier法
Cox回帰
Poisson回帰
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Gehanデータを⼊⼒しよう
プラセボ群の再発までの時間(week)

1, 1, 2, 2, 3, 4, 4, 5, 5, 8, 8, 8, 8, 11, 11, 12, 12, 
15, 17, 22, 23  (n=21)

6-MP群の再発までの時間(week)
6*, 6, 6, 6, 7, 9*, 10*, 10, 11*, 13, 16, 17*, 19*, 

20*, 22, 23, 25*, 32*, 32*, 34*, 35* (n=21)
*付はその時点で追跡不能となった
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こんな感じ 4
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Kaplan-Meier曲線を描く①
分析
＞信頼性/
⽣存時間分析

＞⽣存時間分析
をクリック
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Kaplan-Meier曲線を描く②

Y,イベントまでの時間 に ⽣存時間
グループ変数 に 治療群
打ち切り に 打ち切り変数
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Kaplan-Meier曲線を描く③
Kaplan-Meier曲線

ログランク検定
出てくるp値は両側
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Cox回帰分析でのハザード⽐推定① 8

分析
＞信頼性/
⽣存時間分析

＞⽐例ハザード
のあてはめ

をクリック
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Cox回帰分析でのハザード⽐推定②

イベントまでの時間 に ⽣存時間
モデル効果の構成 に 治療群
打ち切り に 打ち切り変数
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Cox回帰分析でのハザード⽐推定③
▼から、

リスク⽐を選択
（ハザード⽐の誤り）
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ハザード⽐と
95%信頼区間が推定
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観察時間の対数を追加①
計算式を追加
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観察時間の対数を追加②
超越関数＞Ln

⾃然対数
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回帰係数をわかりやすく
DRUGを名義変数から連続変数に
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Poissonモデルのあてはめ

オフセットにlogTを指定

Yにイベント発⽣回数

説明変数

⼀般化線形モデル
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パラメータ推定値
推定値は対数率⽐
𝑒ିଵ.ହଶ଻ ൎ 0.22

𝑒ିଶ.ଷହଽ ൎ 0.09

𝑒ି଴.଻଻଻ ൎ 0.46

15


